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事　業　報　告　書
令和７年度
	設置者
	学校法人
	松　城　幼　稚　園

	幼稚園名
	松　　城　　幼　　稚　　園

	理事長
	小倉　祥司
	園長
	大髙　今日子

	所在地
	〒４３２－８０１４

　　浜　松　市　中　央　区　鹿　谷　町　１　－　１

	定員数
	運営規定上の定員

	認可クラス数
	年少（満3才児含む）

	年中
	年長

	
	
	
	1
	1
	1

	
	
	定員数
	３６～４５名


令和７年度の事業報告
	検討した事業

	事　業　報　告


	１
	低年齢児の週数教育の推進
	満３歳児保育を、満３歳児６人に教師１人の保育体制で行ったが、同じ先生で子どもの保育を行う事が出来ず、日によって先生が代わる保育になり、問題が残った低年齢児保育であった。基本的には満３歳児クラスを増設し、


	２
	預かり保育の推進
	満２歳児の預かり保育（幼稚園Ⅱ型預かり保育）を行っているが、満２歳児預かり保育は３号児認定を取った子どもの保育が基本で、３号児認定の無い子どもは子育て支援、３号認定児の同じ数の子どもの保育が出来る派生した保育である。本年度はⅡ型預かり保育の園児が多く、４人が３号児預かりとなった。３号児の認定をもらえる為の条件が数多くありますが、それらの条件を熟知した対応が求められるが、本年はそれが出来、３号児認定をもらい、補助金も通年の倍の７６万円となった。


	３
	障害児保育を行う
	園児で療育に通いながら松城幼稚園に通園する子ども増えているため、県の障害児保育の補助金を得て、これらの子ども達に担任を補助する補助員を付けて、養育に通う子ども達の自立を手厚く助ける。具体的には遊びや生活を楽しみながら、安心して園生活をする。集団生活のなかで言葉を自分のものにする。

	４
	松城幼稚園の歴史、キリスト教保育の勉強
	創立１００年の松城幼稚園の歴史を勉強し、ミッションスクールとして創立され、松城幼稚園の歴史を勉強した。（１９２６年８月４日開園の歴史を学び）
ミッションスクールとして１９４０年５月まで婦人宣教師が園長をつとめ、太平洋戦争のため婦人宣教師が帰国し、浜松教会の付属幼稚園となり、１９６６年４月１日より学校法人松城幼稚園になったことを学ぶ。
　キリスト教保育の原点を学ぶ、子どもの見えない良いところ見つけ伸ばす事が大事な事も学んだ。



	教

育

目　

標

・

方

（1） 針
	（2） 健康・安全で幸福な生活のための基本的な生活習慣・態度を育てる。
（3） 人への愛情や信頼感を育て、自立と共同の態度・道徳性の芽生えを培う。
（4） 自然など身近な物への興味や関心を育て、それらに対する豊かな心や思考力を養う。
（5） どんなに小さな事でも感謝する気持ち、だれに対しても思いやる心をそだてる。
（6） 多様な体験を通じて豊かな感性を育て、創造性を豊かにする。

	特徴
	キリスト教保育


　
教員、職員数　２０２６
年３月３１日現在

　　教員数　　園長　１名　教諭常勤　４名　非常勤　４名　派遣教員　２名　　　　　　　　合計　１１名
　　職員数　　常勤事務　２名　非常勤事務　１名　非常勤栄養士　２名　非常勤調理員　１名　合計　６名
　　教職員の移動　３／３１で退職　横井広子　
	クラス名
	３歳児
	４歳児
	５歳児
	園児数計

	
	満３歳児
	３歳児
	
	
	

	先生名
	担任　　鈴木知世
副担任（満３歳児）　濵口記美江（主任兼務）
満３歳児が多くなり副担任が２人必要になった時の先生
内山純代、大住裕子、派遣の先生

	小田浩子
	平野郊美
	

	３月の園児数

	９
	１３
	１１
	１１
	　　４４人

	延長保育預かり担当
　　（年間）
	坪井　茂美、派遣社員（岡田玲子）
	１，７３４人

	満２歳児預かり人数
（年間）
	　内山純代　金田圭織　　派遣社員（山田久実）
	３号認定児
３３８人


	


　　　　　　　　　

